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趣
旨
と
概
要

共
同
研
究
「
広
橋
家
旧
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
年
号
勘
文
資
料
の
整
理
と
研
究
」

の
成
果
を
多
く
の
人
と
共
有
し
、
ま
た
館
蔵
の
豊
富
な
年
号
関
係
資
料
を
広
く
公
開

す
る
た
め
に
、
特
集
展
示
「
年
号
と
朝
廷
」
を
開
催
し
た
。

期
日
は
、
二
〇
一
七
年
九
月
一
二
日
（
火
）
～
一
〇
月
二
二
日
（
日
）、
会
場
は
総

合
展
示
第
三
展
示
室
（
近
世
）
の
特
集
展
示
室
「
も
の
か
ら
見
る
近
世
」
を
使
用
し
た
。

以
下
、
展
示
の
構
成
と
主
な
内
容
に
つ
い
て
、「
は
じ
め
に
」
以
下
各
章
の
パ
ネ

ル
（【　

】）
と
資
料
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
文
章
お
よ
び
展
示
室
の
写
真
な
ど
を
掲
げ
、

展
示
方
法
等
に
つ
い
て
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
形
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。（
ル

ビ
は
一
部
省
略
し
、
展
示
時
の
誤
り
等
に
つ
い
て
は
適
宜
修
正
し
た
。）

な
お
、
資
料
群
（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
略
称
と
し
て
、「
高
松
宮
家
本
」「
広
橋
家

本
」
を
用
い
て
い
る
が
、
正
式
名
称
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
」「
広

橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
既
に
資
料
目
録
を
本

館
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。

図 1　特集展示「年号と朝廷」チラシ
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特
集
展
示「
年
号
と
朝
廷
」

は
じ
め
に
　

ア
ジ
ア
漢
字
文
明
圏
に
は
、「
年
号
制
度
」
と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。

現
代
日
本
の
身
の
回
り
を
見
渡
す
と
、
年
号
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
事
に
気
付

き
ま
す
。

第
一
章
　
時
に
名
前
を
付
け
る

【
年
号
＝
時
へ
の
命
名
】

前
近
代
年
号
制
度
で
は
、「
年
」
に
命
名
す
る
と
い
う
思
想
が
重
要
で
す
。

漢
字
文
明
圏
で
は
、
命
名
に
当
た
っ
て
、
ラ
ッ
キ
ー
な
漢
字
（
好こ
う
じ字

・
嘉か

字じ

・
吉き
ち

字じ

）
を
用
い
る
と
言
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

「
好
字
」
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る
一
つ
の
基
準
に
、
し
か
る
べ
き
漢
籍
の
中
で

良
い
意
味
の
文
章
に
使
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う
証
拠
（
こ
れ
を
引い
ん

文ぶ
ん

と
言
い
ま
す
）

の
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

人
に
名
前
を
付
け
る
の
に
も
、
こ
の
「
引
文
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
年
号
字
を
定

め
る
た
め
に
、
候
補
の
年
号
字
と
、
そ
の
引
文
を
集
め
た
調
査
報
告
書
が
、「
年
号

勘か
ん

文も
ん

」
で
す
。

日
本
の
前
近
代
の
公
年

号
制
度
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
と
す
る
の
が
、
今

回
の
展
示
の
目
的
で
す
。

前
近
代
の
公
年
号
制
度

を
考
え
る
時
、
朝
廷
と
の

関
係
に
注
目
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

改
元
・
年
号
字
を
決
定

し
告
知
す
る
の
は
天
皇
の

役
割
で
あ
り
、
朝
廷
が
そ

れ
を
補
佐
し
ま
す
。

年
号
字
の
決
定
過
程
で

は
、
中
国
伝
来
の
図
書

（
漢
籍
）
に
関
す
る
情
報

が
、
非
常
に
大
き
な
意
味

を
持
ち
ま
す
。
今
回
の
展

示
で
は
、
こ
の
方
面
に
も

注
目
し
て
い
ま
す
。

図 2　展示風景：「はじめに」

図 3　第 1 章「時に名前を付ける」
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1
「
親し
ん

王の
う

名み
ょ
う

字じ

勘か
ん

文も
ん

（
写
）」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）、
菅
す
が
わ
ら
の原

豊と
よ
な
が長

が
皇
子
の
命
名
に
際
し
候
補
と
な
る
名
を

選
び
進
め
た
勘か
ん

文も
ん

で
あ
る
。
直
仁
・
禎
仁
・
文
仁
と
三
つ
の
候
補
を
示
し
、
好
ま
し

い
文
字
と
そ
の
出
典
を
『
論ろ
ん
ご語

』『
玉
ぎ
ょ
く
へ
ん

篇
』『
礼ら
い
き記

』
等
の
漢
籍
か
ら
引
用
文
で
示
し

て
い
る
。

2
「
年ね
ん

号ご
う

勘か
ん

文も
ん

（
写
」）」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

『
柳
や
な
ぎ
は
ら原

忠た
だ
み
つ光

卿き
ょ
う

年ね
ん

号ご
う

勘か
ん

文も
ん 

外
九
通
』
一
巻
に
貼
り
込
ま
れ
た
享
き
ょ
う

禄ろ
く

度
（
大た
い

永え
い

八
年
（
一
五
二
八
）
八
月
二
十
日
）
の
年
号
勘
文
の
写
し
。
候
補
年
号
は
時
安
・
寛

安
・
享
禄
の
三
つ
。
こ
の
う
ち
享
禄
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
年
号
の
出

典
を
『
周
し
ゅ
う

易え
き

』『
毛も
う

詩し

注ち
ゅ
う
そ疏

』『
周
易
』
の
漢
籍
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

3
「
年ね
ん

号ご
う

字じ

」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

東ひ
が
し
ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城
長な
が
あ
き詮

・
清き
よ
お
か岡

長な
が
と
き時

・
唐か
ら
は
し橋

在あ
り
た
か隆

・
東
ひ
が
し
ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城
資す
け
な
が長

・
東
ひ
が
し
ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城
総ふ
さ
な
が長

・

五ご
じ
ょ
う条

為た
め
の
り範

の
選
ん
だ
年
号
と
原
典
・
引
用
文
を
列
記
し
た
も
の
。
清
岡
長
時
の

「
寛か
ん

延え
ん

」
が
一
七
四
八
年
で
古
い
。
出
典
と
引
用
文
は
同
じ
だ
が
、
当
時
の
撰
者
は

五
条
為
範
で
あ
る
。

4
「
年ね
ん

号ご
う

字じ

」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

勘か
ん
も
ん文

を
す
す
め
た
人
物
は
前
の
文
書
と
同
じ
で
あ
る
。
東
ひ
が
し
ぼ
う
じ
ょ
う

坊
城
総ふ
さ
な
が長

の
「
明め
い

和わ

」
が
一
七
六
四
年
で
古
い
。
出
典
と
引
用
文
は
同
じ
だ
が
、
当
時
の
撰
者
は
唐か
ら
は
し橋

在あ
り
い
え家

で
あ
る
。
両
文
書
と
も
、
年
号
勘
文
作
成
の
た
め
の
覚
え
と
し
て
作
成
さ
れ
た

案
文
と
み
ら
れ
る
。

5
「
迎こ
う
陽よ
う

記き

（
年ね
ん

号ご
う

勘か
ん

文も
ん

部ぶ

類る
い

）」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

室
町
時
代

「
広
橋
家
旧
蔵
記
録
文
書
典
籍
類
」
の
中
に
、『
年ね
ん
ご
う号

勘か
ん
も
ん文

部ぶ

類る
い

』
一
巻
（
H—

63-

213
）
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
調
査
の
結
果
、
菅
家
系
の
年
号
勘
文

部
類
書
（
十
四
巻
本
『
迎
陽
記
』
の
巻
二
部
分
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
広
橋

家
で
は
、
他
家
で
作
成
さ
れ
た
年
号
勘
文
関
係
書
も
積
極
的
に
収
集
し
て
い
る
。

6
「
元げ
ん

秘ぴ

抄し
ょ
う」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

『
元げ
ん

秘び

抄し
ょ
う』

は
菅
す
が
わ
ら
の原

長な
が
な
り成

撰
の
年
号
に
関
す
る
故
実
書
で
、
追
補
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
年
号
に
使
わ
れ
た
漢
字
、
菅
原
家
と
他
家
の
勘
文
の
違
い
、
引
用
漢
籍
や

撰せ
ん

申し
ん

者し
ゃ

、
年
号
の
文
字
や
音
韻
へ
の
批
判
な
ど
を
列
挙
し
て
お
り
、
年
号
選
定
の

作
業
を
知
る
上
で
簡
便
な
書
で
あ
る
。

【
年
号
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
】（
補
助
パ
ネ
ル
）

『
元
秘
抄
』は
年
号
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
役
割
も
も
っ
て
い
ま
し
た
。
巻
一
に
は
、

①
菅
原
長
成
に
よ
る
撰
述
以
前
に
不
採
用
と
な
っ
て
い
た
年
号
、
②
鎌
倉
中
期
の
後

嵯
峨
院
以
後
の
勘
文
に
み
え
て
不
採
用
と
な
っ
た
年
号
が
列
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
①
か
ら
は
天
明
・
天
保
・
正
長
・
建
徳
・
康
正
・
正
徳
・
弘
治
・
応

仁
、
②
か
ら
は
康
暦
・
文
明
・
正
保
・
寛
正
・
文
安
・
応
仁
・
延
元
・
延
文
・
慶
長
・

慶
安
が
後
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
に
は
勘
文
提
出
者
や
出
典
が
示
さ
れ
て
お

り
、
年
号
の
知
識
に
関
す
る
貯
蔵
庫
の
よ
う
で
す
。

7
「
年ね
ん

号ご
う

字じ　

新し
ん

撰せ
ん

」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

室
町
時
代

勘か
ん
じ
ん申

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
候
補
年
号
字
の
ス
ト
ッ
ク
集
。
そ
の
後
、
勘
申
さ
れ

た
も
の
は
右
上
に
「
乀
」（
合
点
）
を
付
す
。
室
町
期
の
本
集
に
は
す
で
に
、
当
然
、

未
採
用
年
号
な
が
ら
、「
天
保
」
や
「
明
治
」
が
見
え
て
い
る
。

【
新
年
号
候
補
字
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
】（
補
助
パ
ネ
ル
）

新
た
な
候
補
年
号
字
（
新
字
と
言
い
ま
す
）
と
、
そ
の
根
拠
に
な
る
漢
籍
の
引
文

を
考
え
る
こ
と
も
、
年
号
勘か
ん
も
ん文

作
成
の
た
め
に
は
必
要
で
す
。

代
々
、
年
号
勘
文
を
提
出
す
る
（
勘
申
、
と
言
い
ま
す
）
機
会
の
多
い
家
で
は
、
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新
字
・
引
文
の
ス
ト
ッ
ク
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
展
示
す
る
の
は
、
広
橋
家
で
作
っ
た
、
新
字
の
ス
ト
ッ
ク
集
で
す
。

新
字
は
機
会
を
見
て
、
年
号
勘
文
に
載
せ
ら
れ
、
候
補
年
号
字
の
一
つ
と
な
り
ま

す
。や

が
て
、
候
補
年
号
字
の
一
つ
が
、
年
号
字
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
、
年
号
字
の
履
歴
が
生
ま
れ
ま
す
。
広
橋
家
で
は
、
年
号
字
の
履
歴
集
も

作
っ
て
い
ま
し
た
。
年
号
字
の
履
歴
集
を
、
そ
の
隣
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

8
「
年ね
ん

号ご
う

字じ

鈔し
ょ
う
　

上
」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

室
町
時
代

年
号
勘か
ん
も
ん文

に
載
せ
ら
れ
た
（
既き
か
ん
じ
ん

勘
申
）
年
号
字
の
一
覧
。
候
補
年
号
字
の
下
に
、

勘
申
年
月
日
、
引
文
の
漢
籍
の
種
類
、
勘
申
者
の
順
に
記
し
て
い
る
。
採
用
さ
れ
た

年
号
字
は
、
年
号
字
の
左
に
「
○
」
を
付
す
。
勘
申
が
多
次
に
及
ん
で
も
採
用
さ
れ

な
い
年
号
字
、
一
度
で
採
用
さ
れ
た
年
号
字
な
ど
、
年
号
字
に
よ
り
履
歴
の
差
の
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
日
本
の
公
年
号
に
使
わ
れ
た
漢
字
】

「
大
化
（
六
四
五 

～ 

五
〇
）
か
ら
慶
応
（
一
八
五
六 
～ 

六
八
）
ま
で
二
四
三
の

年
号
に
使
わ
れ
た
漢
字
は
全
部
で
七
〇
文
字
で
す
。
そ
の
漢
字
と
使
用
回
数
は
次
の

通
り
で
す
。

29
回　

永

27
回　

元
、
天

20
回　

治
、
応

19
回　

長
、
文

18
回　

正
、
和

17
回　

安

16
回　

延
、
暦

15
回　

寛
、
徳
、
保

14
回　

承

13
回　

仁

12
回　

嘉

11
回　

平

10
回　

康
、
宝

9
回　

久
、
建
、
慶

8
回　

享
、
弘
、
貞

7
回　

禄

6
回　

明

5
回　

大
、
亀

4
回　

寿
、
萬

3
回　

化
、
観
、
喜
、
神
、
政
、
中
、
養

2
回　

雲
、
護

1
回　

 

感
、
吉
、
景
、
乾
、
興
、
亨
、
衡
、
国
、
斉
、
至
、
字
、
朱
、
授
、
昌
、
祥
、

勝
、
祚
、
泰
、
雉
、
鳥
、
禎
、
同
、
白
、
武
、
福
、
霊
、
老
、
銅

（
森
本
角
蔵
の
調
査
を
補
訂
し
た
、
所
功
『
日
本
年
号
史
大
事
典
』
を
参
考
）

※
一
世
一
元
制
度
以
降
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
を
加
え
る
と
、

「
治
」
21
回
、「
正
」
19
回
、「
和
」
19
回
、「
平
」
12
回
、「
明
」
7
回
、「
大
」
6

回
、「
昭
」
1
回
、「
成
」
1
回

と
な
り
、
年
号
に
使
わ
れ
た
漢
字
は
計
七
二 

文
字
と
な
り
ま
す
。

第
二
章
　
年
号
を
決
め
る
人
々
　

【
高
松
宮
家
本
】

「
高
松
宮
家
本
」
は
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
の
略
称
で
あ
り
、
大
正
天
皇
の
第
三

皇
子
宣の
ぶ
ひ
と
し
ん
の
う

仁
親
王
の
高
松
家
の
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
の
も
と
に
な
っ
て
い

る
の
は
有あ
り
す
が
わ
の
み
や
け

栖
川
宮
家
の
蔵
書
で
あ
り
、
天
皇
直
筆
の
書
物
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
禁
裏
本
」
は
天
皇
家
の
文
庫
の
蔵
書
の
意
味
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、「
明め
い
れ
き暦

」
の
蔵
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書
印
を
持
つ
書
物
は
、
そ
の
年
号
（
一
六
五
五
～
五
八
）
が
使
わ
れ
て
い
た
時
に
在

位
し
て
い
た
後ご

西さ
い

天
皇
の
旧
蔵
書
で
す
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
年
号
に
関
係

す
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
高
松
宮
家
の
系
図
『
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
目
録
［
奥
書
刊
記
集
成
・
解
説
編
］』

一
三
〇
頁
か
ら
転
引
）

10
「
貞
じ
ょ
う
え
い永
元が
ん
ね
ん年
・
天て
ん

福ぷ
く

元が
ん
ね
ん年
改か
い
げ
ん元
定の
さ
だ
め
き
記
（
経つ
ね
み
つ光
卿き
ょ
う
き記
）」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

室

町
時
代

「
天て
ん
ぷ
く福

」
の
改
か
い
げ
ん
の元

定さ
だ
めに

参
加
し
た
広ひ
ろ
は
し
つ
ね
み
つ

橋
経
光
の
記
録
。
年
号
勘か
ん
も
ん文

を
引
用
し
た
部

分
の
注
記
を
見
る
と
、「
天
福
」
の
上
に
「
五
代
晋
漢
年
号
有
難
。
然
而
被
用
了
」

と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
唐
末
五
代
の
短
命
王
朝
で
あ
る
後
晋
と
後
漢
に
使
わ
れ
た

年
号
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
も
の
の
採
用
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

11
「
後ご

西さ
い

天て
ん

皇の
う

譲じ
ょ
う

位い

宣せ
ん

命み
ょ
う」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

後ご

西さ
い

天
皇
（
在
位
一
六
五
五
～
六
三
）
が
霊れ
い
げ
ん元

天
皇
に
譲
位
し
た
際
の
宣
命
の

実
物
。
朝
廷
と
し
て
は
、
代だ
い

始は
じ
め

改か
い
げ
ん元

を
実
施
し
た
か
っ
た
が
、
当
時
、
幕
府
が
代

始
改
元
を
許
可
し
な
か
っ
た
の
で
、
霊
元
天
皇
は
即
位
し
て
十
年
後
の
延え
ん
ぽ
う宝

元
年

（
一
六
七
三
）
に
よ
う
や
く
改
元
が
実
現
で
き
た
。

12
「
改か
い

元げ
ん

定
の
さ
だ
め

申も
う
し

詞こ
と
ば（

明
暦
改
元
度
の
申

も
う
し
こ
と
ば

詞
）」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸

時
代

申
も
う
し
こ
と
ば

詞
は
、
上
申
の
際
の
発
言
記
録
。
後ご

西さ
い

天
皇
の
年
号
「
明め
い
れ
き暦

」
を
決
め
る
改か
い

元げ
ん
の
さ
だ
め

定
の
時
、「
明
暦
」
に
は
「
日
」
が
二
つ
含
ま
れ
て
い
て
火
の
不
安
が
あ
る
、

と
い
う
類
の
論
難
が
従
来
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
明
暦

の
大
火
」
は
そ
の
懸
念
が
的
中
し
た
と
も
言
え
る
。

13
「
霊れ
い
げ
ん
い
ん

元
院
御ぎ
ょ
え
い影
」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

風か
ざ
は
や早

公き
み

雄お
（
一
七
二
一
～
八
七
）の
筆
に
な
る
霊れ
い
げ
ん元

天
皇
の
肖
像
画
。
風
早
家
は
、

姉あ
ね
が
こ
う
じ
き
ん
か
げ

小
路
公
景
の
次
男
実さ
ね
た
ね種

を
祖
と
す
る
家
で
あ
り
、
藤
原
北
家
閑
院
流
に
属
す
る
。

14
「
日に
ほ
ん本

書し
ょ
き紀

神じ
ん
だ
い
の
ま
き

代
巻
」（
明め
い
れ
き暦

御ぎ
ょ
い
ん印

を
持
つ
図
書
１
）　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

『
日
本
書
紀
』
冒
頭
の
二
巻
が
木も
く

活か
つ

字じ

で
慶
け
い
ち
ょ
う長

四
年
（
一
五
九
九
）
に
印
刷
さ
れ

9
「
五ご
だ
い代

帝て
い
お
う王

物も
の
が
た
り

語
」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

鎌
倉
時
代
後
期
の
編
年
体
の
歴
史
書
。「
五
代
帝
王
」
は
後ご

堀ほ
り
か
わ河

天
皇
か
ら
亀
山

天
皇
に
至
る
五
天
皇
を
指
す
。
四
条
天
皇
の
代
始
年
号
「
天
福
」（
一
二
三
三
～

三
四
）
が
論
難
を
経
て
決
ま
っ
た
後
、
上
皇
が
続
け
て
崩
御
し
た
の
で
、「
ア
サ
マ

シ
カ
リ
ケ
ル
年
号
ナ
リ
」
と
文
中
で
批
判
し
て
い
る
。

図 4　第 2 章「年号を決める人々」
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て
い
る
。
慶
長
年
間
に
木
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
を
古
活
字
本
と
言
う
。
後ご

西さ
い

天
皇
の
旧
蔵
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
明め
い
れ
き暦

」
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

15
「
行
ぎ
ょ
う
る
い
し
ょ
う

類
抄
」（
明め
い
れ
き暦

御ぎ
ょ
い
ん印

を
持
つ
図
書
２
）　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

本
書
は
、
洞と
う

院い
ん

実さ
ね

煕ひ
ろ

（
一
四
〇
九
～
五
九
）
が
編
集
し
た
故
実
書
。
洞
院
家
は
、

藤
原
氏
北
家
閑
院
流
に
属
す
る
。
開
い
て
あ
る
冊
に
は
、「
改か
い

元げ
ん
の
さ
だ
め

定
」に
関
わ
る
細
々

と
し
た
作
法
や
先
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
一
部
に
は
後ご

西さ
い

天
皇
（
一
六
三
七

～
八
五
）
の
宸し
ん

筆ぴ
つ

（
天
皇
の
直
筆
）
が
見
え
る
。

16
「
院い
ん

号ご
う

定さ
だ
め

部ぶ

類る
い

記き

」（
明め
い
れ
き暦
御ぎ
ょ
い
ん印
を
持
つ
図
書
３
）　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

天
皇
が
亡
く
な
っ
た
後
に
つ
け
ら
れ
る
院
号
に
関
す
る
作
法
や
先
例
を
公
家
の
日

記
か
ら
抜
粋
し
て
編
集
し
た
資
料
集
。
後ご

西さ
い

天
皇
の
宸し
ん
ぴ
つ筆

に
よ
り
鈔
写
さ
れ
て
い

る
。

17
「
年ね
ん
ご
う
の
こ
と

号
事
（
霊れ
い
げ
ん元
天て
ん
の
う
し
ん

皇
宸
筆ぴ
つ

年ね
ん
ご
う号
備び
ぼ
う忘
）」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

本
文
書
は
、
東
ひ
が
し
や
ま山

天
皇
在
位
時
の
宝ほ
う
え
い永

（
一
七
〇
四
～
一
一
）
度
改
元
の
際
、

霊れ
い
げ
ん元

上
皇
が
作
成
し
た
メ
モ
。
年
号
字
頭
に
符
号
を
付
し
、
優
劣
を
明
記
し
て
い

る
。
勘
者
の
名
前
は
『
元げ
ん

秘ぴ

別べ
つ
ろ
く録

』
の
記
録
と
同
じ
だ
が
、
リ
ス
ト
に
並
ん
で
い
る

新
年
号
案
は
異
同
が
少
な
く
な
い
。

【
改
元
詔
書
】

新
年
号
は
、
改
元
詔
書
が
発
布
さ
れ
て
か
ら
使
用
可
能
に
な
り
ま
す
。
改
元
詔
書

は
、
駢べ
ん
れ
い
た
い

儷
体
と
呼
ば
れ
る
対
句
と
典
故
を
駆
使
す
る
漢
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
お

り
、
延
宝
（
一
六
七
三
～
八
一
）
度
の
霊
元
天
皇
の
改
元
詔
書
も
そ
の
例
に
漏
れ
ま

せ
ん
。（
図
５
）　

　新年号は、改
かい

元
げん

詔
しょう

書
しょ

が発布されてから使用可能にな

ります。改元詔書は、駢
べん

儷
れい

体
たい

と呼ばれる対句と典
てん

故
こ

を

駆使する漢文によって記されており、延
えん

宝
ぽう

（1673-81）

度の霊
れい

元
げん

天皇の改元詔書もその例に漏れません。

改元詔書

　詔
遥
稽
表
年
之
号
拓
源
於
漢
室
建

元
仰
観
歴
代
之
編
造
端
于
本
朝
大

化
朕
謬
当
神
器
之
重
暦
数
在
躬
謾

躡
聖
烈
之
蹤
本
支
伝
祚
雖
頼
舟
楫

輔
未
成
元
首
才
愚
昧
而
教
化
難
施

居
常
守
曠
官
戒
菲
薄
而
負
荷
不
克

乃
者
罹
回
禄
灾
殷
々
憂
傷
慄
慄
危

懼
宜
有
協
和
之
志
君
臣
共
欽
哉
豈

無
惻
隠
之
心
人
民
亦
労
止
除
禍
享

福
冀
得
時
若
之
休
徴
図
治
計
安
思

修
日
新
之
明
徳
須
拠
体
元
之
義
普

易
率
土
之
聴
其
改
寛
文
十
三
年
為

延
宝
元
年
主
者
施
行

　
　
延
宝
元
年
九
月
廿
一
日

―
『
霊
元
天
皇
実
録
』
に
よ
る
―

詔遥
稽
表
年
之
号

　
拓
源
於
漢
室
建
元

仰
観
歴
代
之
編

　
造
端
于
本
朝
大
化

朕謬
当
神
器
之
重

　
暦
数
在
躬

謾
躡
聖
烈
之
蹤

　
本
支
伝
祚

雖
頼
舟
楫
輔

未
成
元
首
才

愚
昧
而
教
化
難
施

　
居
常
守
曠
官
戒

菲
薄
而
負
荷
不
克

　
乃
者
罹
回
禄
灾

殷
々
憂
傷

慄
慄
危
懼

宜
有
協
和
之
志

　
君
臣
共
欽
哉

豈
無
惻
隠
之
心

　
人
民
亦
労
止

除
禍
享
福

　
冀
得
時
若
之
休
徴

図
治
計
安

　
思
修
日
新
之
明
徳

須
拠
体
元
之
義

普
易
率
土
之
聴

其
改
寛
文
十
三
年
為
延
宝
元
年

主
者
施
行

　
　
延
宝
元
年
九
月
廿
一
日

図 5　「延宝」の改元詔書（『霊元天皇実録』所収
の文を「駢儷体」の体裁に改めた）

詔み
こ
と
の
りす

。

遥
か
に
表
年
の
号
を
稽か
ん
が

ふ
る
に
、
源
を
漢
室
の
建
元
に
拓ひ
ら

き
、

仰ふ
し
あ
ふ

ぎ
て
歴
代
の
編
を
観
る
に
、
端
を
本
朝
の
大
化
に
造は
じ

む
。

朕わ
れ

、
謬み
だ

り
に
神
器
の
重
に
当
り
、
暦
数
、
躬み

に
在
り
、

謾さ
か

し
く
も
聖
烈
の
蹤あ
と

を
躡ふ

み
、
本
支
、
祚
さ
い
は
ひ

を
伝た
す

く
。

舟し
ゆ
う

楫し
ゆ
う

の
輔
に
頼
る
と
雖い
へ
ど

も
、

未
だ
元
首
の
才
を
成
さ
ず
。

愚ぐ

昧ま
い

に
し
て
教
化
は
施
し
難
く
、
居
常
は
曠こ
う

官か
ん

の
戒
を
守
り
、

菲ひ

薄は
く

に
し
て
負
荷
は
克か

た
ず
、
乃だ
い

者し
や

は
回
禄
の
災
に
罹か

か
る
。

殷い
ん

々い
ん

と
し
て
憂
ひ
傷
つ
き
、

慄り
つ

慄り
つ

と
し
て
危
ぶ
み
懼お
そ

る
。

宜
し
く
協
和
の
志
有
り
て
、
君
臣
共
に
欽よ
ろ
こ

ぶ
べ
き
か
な
。

豈
に
惻そ
く

隠い
ん

の
心
無
く
し
て
、
人
民
亦
た
労
す
る
こ
と
止や

ま
ん
や
。

禍
を
除
き
福
を
享う

け
、
冀
こ
い
ね
が

は
く
は
時じ

若じ
や
く

の
休
徴
を
得
ん
こ
と
を
。

治
を
図
り
安
を
計
り
、
思
は
く
は
日
新
の
明
徳
を
修
め
ん
こ
と
を
。

須
く
体
元
の
義
に
拠
る
べ
く
、

普あ
ま
ね

く
率そ
つ

土ど

の
聴
を
易た
や
す

く
せ
ん
。

其
れ
寛
文
十
三
年
を
改
め
、
延
宝
元
年
と
為
せ
。

主
る
者
、
施
行
せ
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

　
　
延
宝
元
年
九
月
廿
一
日
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【
陣じ
ん
の
ざ座
と
禁
裏
の
空
間
】

禁
裏
と
は
、
内
裏
の
別
称
で
、
天
皇
が
生
活
し
公
務
な
ど
を
行
っ
た
建
物
群
の
あ

る
空
間
（
皇
居
）
を
指
し
ま
す
。
御
所
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
禁
裏
の
建
物
は
、
時

代
ご
と
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
用
途
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

朝
儀
な
ど
公
的
な
用
途
で
は
お
も
に
紫
宸
殿
が
、
天
皇
の
住
居
と
し
て
は
清
涼
殿

な
ど
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

「
陣
座
」
と
は
公
卿
が
着
座
し
て
政
務
や
儀
式
、
官
位
の
叙
任
な
ど
を
議
論
し
た

座
の
こ
と
を
指
し
、
仗
座
と
も
言
い
ま
す
。

ま
た
陣
座
で
行
わ
れ
る
評
議
の
こ
と
を
陣
定
と
呼
び
ま
す
。

改
元
に
つ
い
て
も
こ
の
陣
座
で
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
陣
座
は
紫
宸
殿
の
東
南
に
あ

る
宜
陽
殿
西
庇
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
紫
宸
殿
の
東
面
北

廊
内
の
南
側
に
設
け
ら
れ
る
の
が
通
例
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
所
を
左
近
陣
座

（
左
仗
座
）
と
呼
び
、
摂
関
期
で
は
こ
こ
で
国
政
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

18
「
禁き
ん
り裏
絵え

ず図
」　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代

禁
裏
（
内
裏
）
の
各
殿
舎
を
描
い
た
彩
色
平
面
図
。
江
戸
後
期
の
書
写
。
紫し

宸し
ん
で
ん殿

か
ら
宜ぎ

陽よ
う
で
ん殿

（
図
で
は
「
議
陽
殿
」）
へ
の
東
に
渡
る
回
廊
に
「
左
近
陣
座
」

の
文
字
が
見
え
る
。
こ
こ
で
公
卿
た
ち
に
よ
る
評
議
（
陣
定
）
が
行
わ
れ
た
。

19
「
北き
た
の野

縁え
ん
ぎ起

絵え

（
岩
松
宮
本
、
中
巻
）」　　

本
館
蔵　

室
町
時
代　

一
四
世
紀

菅す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
を
祭
神
と
す
る
京
都
の
北
野
天
満
宮
の
縁
起
を
記
し
た
絵
巻
物
。

右う

大だ
い
べ
ん弁

源
み
な
も
と
の

公き
ん
た
だ忠

よ
り
延
え
ん
ち
ょ
う

長
へ
の
改
元
が
醍だ
い

醐ご

天
皇
へ
奏
上
さ
れ
る
場
面
で
あ

る
が
、
絵
巻
で
は
頓
死
し
た
公
忠
が
冥め
い
か
い界

で
菅
原
道
真
と
冥め
い
か
ん官

の
や
り
と
り
を
聞

き
、
改
元
の
進
言
へ
と
至
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
※
チ
ラ
シ
（
図
1
）
や
解
説
シ
ー
ト
（
図
12
）
に
掲
載
し
た
絵
で
あ
る
。）

（
展
示
替
え
別
場
面
の
解
説
）

菅す
が
わ
ら
の
み
ち
ざ
ね

原
道
真
を
祭
神
と
す
る
京
都
の
北
野
天
満
宮
の
縁
起
を
記
し
た
絵
巻
物
。

年
号
を
延え
ん
ぎ喜

か
ら
せ
っ
か
く
延
え
ん
ち
ょ
う

長
に
改
元
し
た
も
の
の
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）

六
月
二
六
日
、
清
せ
い
り
ょ
う涼

殿で
ん

に
落
雷
。
道み
ち
ざ
ね真

を
失
脚
さ
せ
た
藤
原
時と
き

平ひ
ら

の
懐
刀
で
あ
る

藤
原
清き
よ

貫つ
ら

が
即
死
し
た
の
で
、
改
元
の
必
要
が
ま
た
生
じ
た
。
翌
九
年
四
月
二
三

日
に
は
承
し
ょ
う

平へ
い

に
改
元
す
る
事
に
な
っ
た
。

【「
太
平
記
絵
巻
」
に
見
え
る
改
元
の
理
由
】

南
北
朝
時
代
の
歴
史
書
『
太
平
記
』
を
絵
巻
に
し
た
作
品
。
江
戸
時
代
の
制
作
だ

が
、『
太
平
記
』
の
記
述
を
忠
実
に
絵
画
化
し
て
い
る
。

康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
の
天
変
と
兵
革
（
い
く
さ
）
の
場
面
は
、
改
元
に
結
び

つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

（
共
に
巻
一
二　

高
松
宮
家
本　

本
館
蔵　

江
戸
時
代
前
期
）

（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
１
）

康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
年
二
月
、
都
で
は
、
天
変
（
彗
星
・
客
星
が
同
時
に
出
現
）

図 6　内裏図（「左近陣座」の位置）

内
だい

裏
り

図

橘 桜

紫宸殿

左近陣座

清
涼
殿

承明門

建礼門

日華門月華門

宜陽殿
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が
発
生
し
た
た
め
、
天
文
博
士
に
占
わ
せ
、
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
。

（
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
２
）

同
じ
年
に
は
、
兵
革
も
起
き
た
。
そ
の
戦
闘
場
面
が
こ
の
図
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

天
変
・
地
妖
ま
で
も
起
こ
っ
た
結
果
、
康
安
二
年
九
月
二
三
日
に
貞
治
と
改
元
し
た
。

第
三
章
　
年
号
の
決
め
方

【
改
元
の
プ
ロ
セ
ス
】

天
皇
は
、
あ
ら
か
じ
め
代
々
儒
学
・
有
職
故
実
を
家
職
に
し
て
い
た
人
々
に
、
年

号
勘
文
を
提
出
さ
せ
ま
す
。（
内
容
に
よ
っ
て
は
再
提
出
を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
勘
文
の
内
容
に
つ
い
て
院
の
意
向
が
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

天
皇
は
、
提
出
さ
れ
た
年
号
勘
文
を
、
改
元
定
の
日
に
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
、
陣

座
へ
も
た
ら
し
、
大
臣
・
諸
卿
が
列
座
す
る
中
で
、
審
議
（
仗
議
に
よ
る
改
元
定
）

を
行
わ
せ
ま
す
。

改
元
定
は
、
大
弁
の
年
号
勘
文
読
み
上
げ
で
始
ま
り
ま
す
。
次
に
、
参
会
者
各
自

が
選
ん
だ
候
補
年
号
字
を
挙
げ
ま
す
。
そ
の
際
、
該
当
の
年
号
字
に
つ
い
て
、
非
難

と
擁
護
と
の
意
見
を
順
に
述
べ
て
行
き
ま
す
（
難
陳
）。

難
陳
の
終
わ
っ
た
後
に
、
天
皇
へ
報
告
（
奏
聞
）
し
ま
す
。（
天
皇
は
結
果
に
よ
っ

て
は
再
審
議
を
さ
せ
ま
す
。）

天
皇
は
そ
れ
を
受
け
て
年
号
字
を
決
定
し
、
決
定
内
容
と
改
元
詔
書
の
作
成
と
を

宣
下
し
ま
す
。（
奏
聞
と
宣
下
と
の
間
に
、
院
の
意
向
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

参
会
者
は
決
定
内
容
に
従
う
こ
と
を
表
明
し
、
改
元
詔
書
を
下
官
に
作
成
さ
せ
ま

す
。
以
上
は
中
世
の
例
で
す
。

し
ょ
う  

ず
い

だ
い 

は
じ
め

か
く   

れ
い

じ 

ん  

の 

ざ 

じ
ょ
う   

ざ

そ
う   

も
ん

図 8　改元のプロセス

図 7　第 3 章「年号の決め方」
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［特集展示「年号と朝廷」］……小島道裕

【
広
橋
経
光
に
つ
い
て
】

広
橋
家
は
藤
原
北
家
日
野
流
の
日
野
家
の
支
流
で
姉あ
ね
が
こ
う
じ
か
ね
み
つ

小
路
兼
光
の
五
男
頼
資
を
家

祖
と
し
ま
す
。
頼
資
は
四
辻
、
又
は
勘
解
由
小
路
と
号
し
、
子
経
光
、
孫
兼
仲
、
曾

孫
光
業
も
勘
解
由
小
路
の
称
を
踏
襲
し
ま
し
た
。
室
町
時
代
初
期
の
兼
宣
の
頃
か
ら

広
橋
の
称
号
が
定
着
し
ま
し
た
。
代
々
儒
学
・
有
職
故
実
を
家
職
と
し
ま
し
た
。
広

橋
経
光
（
一
二
一
二
～
七
四
）
は
頼
資
の
息
子
、
母
は
源
兼
資
の
娘
で
す
。
蔵
人
、

文も
ん
じ
ょ
う章

得と
く
ご
う
し
ょ
う

業
生
、
左
・
右
大
中
少
弁
、
蔵
人
頭
、
勘
解
由
長
官
、
参
議
、
権
中
納
言
、

民
部
卿
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

（「
広
橋
家
略
系
図
」 
橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』〔
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
〕

四
二
九
頁
か
ら
転
引
）

20
「
経つ
ね
み
つ光
卿き
ょ
う

改か
い
げ
ん元
定さ
だ
め
き記　

寛か
ん
げ
ん元
度
・
宝ほ
う

治じ

度
・
建け
ん

長ち
ょ
う

度
」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

鎌
倉
時
代　

重
要
文
化
財

　

広ひ
ろ
は
し
つ
ね
み
つ

橋
経
光
（
一
二
一
二
～
七
四
）
の
自
筆
本
。
経
光
の
日
記
『
民み
ん

経け
い

記き

』（
嘉か

禄ろ
く

二
年
（
一
二
二
六
）
～
文ぶ
ん
え
い永
五
年 

（
一
二
六
八
）
の
記
録
）
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の

で
、
寛か
ん
げ
ん元
（
一
二
四
三
）・
宝ほ
う

治じ

（
一
二
四
七
）・
建け
ん

長ち
ょ
う（
一
二
四
九
）
の
改か
い
げ
ん
の
元
定さ
だ
め

の
内
容
と
勘か
ん
じ
ん
し
ゃ

申
者
・
年
号
勘
文
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
年
号
勘
文
の
正
し
い
読
み
上
げ
方
】

年
号
勘
文
の
引
文
と
し
て
示
さ
れ
る
漢
文
は
、
改
元
定
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
ま

す
。
改
元
の
記
録
に
引
か
れ
て
い
る
引
文
に
は
返
り
点
や
添
え
仮
名
な
ど
の
訓
点
が

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
そ
れ
は
読
み
上
げ
を
助
け
る
た
め
に

加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
経
光
卿
改
元
定
記
」
に
は
、
年
号
勘
文
読
み
上
げ
の
際
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
部
分
が

あ
り
、

・「
右
、
宣
旨
に
依
り
勘
申
」
の
「
右
」
の
字
は
読
み
上
げ
な
い

・
官
位
・
姓
名
・
年
号
字
・
書
名
：
呉
音
で
読
み
上
げ
る

・
そ
の
他
の
文
字
：
漢
音
で
読
み
上
げ
る

・
本
文
に
お
い
て
は
、
本
書
（
当
該
書
の
訓
法
）
に
任
せ
て
読
み
上
げ
る

・
訓
点
が
な
い
書
籍
は
、
た
だ
（
自
家
流
で
）
適
宜
計
ら
っ
て
読
み
あ
げ
る

と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
展
示
で
は
、『
経
光
卿
記
』
に
記
さ
れ
た
年
号
勘
文
の
読
み
方
を
実
際
に
体
感

す
る
た
め
に
、
寛
元
度
改
元
（
一
二
四
三
）
に
際
し
て
藤
原
光
兼
が
勧
進
し
た
年
号

勘
文
を
、
経
光
自
身
が
記
録
し
た
読
み
方
に
従
っ
て
実
際
に
読
み
上
げ
、
録
音
し
た

音
声
を
会
場
で
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
た
。）

【〔
音
声
〕
広
橋
経
光
が
読
み
上
げ
た
年
号
勘
文
】

広
橋
経
光
は
、
年
号
が
寛
元
（
一
二
四
三
～
四
七
）
に
改
め
ら
れ
た
時
の
改
元
の

定
に
お
い
て
、
年
号
勘
文
の
読
み
上
げ
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
藤
原
光
兼
に

よ
っ
て
勘
申
さ
れ
た
年
号
勘
文
を
、
経
光
自
身
が
記
録
し
て
い
る
や
り
方
に
従
っ
て

読
み
上
げ
て
い
ま
す
。

勘
申
年
號
事
（
か
ん
が
へ
も
う
す
ね
ん
ご
う
の
こ
と
）

禄
長
（
ろ
く
ぢ
よ
う
）

尚
書
（
じ
よ
う
し
よ
）
に
曰
（
い
は
）
く
、
能
（
よ
）
く
王
の
寵
禄
（
ち
よ
う
ろ
く
）

を
保
（
た
も
）
ち
安
（
や
す
）
う
し
て
、
長
く
衆
民
（
し
ゅ
う
み
ん
）
の
自
生
す
る

所
以
（
ゆ
へ
）
の
道
を
致
（
い
た
）
す
。
是
（
こ
）
れ
明
王
（
め
い
お
う
）
の
事
な

り
。

永
康
（
よ
う
こ
う
）

尚
書
（
じ
よ
う
し
よ
）
に
曰
く
、
以
て
迺
（
な
ん
ぢ
）
の
侯
（
き
み
）
を
右
（
た
す
）

け
、
永
く
兆
民
（
ち
よ
う
み
ん
）
を
康
（
や
す
）
う
す
る
に
、
万
邦
（
ば
ん
ぽ
う
）
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惟
（
こ
）
れ
斁
（
い
と
）
ふ
こ
と
無
し
。

康
承
（
こ
う
じ
よ
う
）

長
短
経
（
ぢ
よ
う
た
ん
き
よ
う
）
に
曰
く
、
虞
南
（
ぐ
な
ん
）
が
曰
く
、
成
康
（
じ

よ
う
こ
う
）、
文
武
（
も
ん
む
）
の
遺
跡
に
承
（
う
）
け
て
、
周
召
（
し
ゅ
う
じ
よ
う
）

を
以
て
相
（
そ
う
）
為
（
た
）
り
。

宣
旨
（
せ
ん
じ
）
に
依
り
て
勘
申
（
か
ん
じ
ん
）
す
る
こ
と
件
（
く
だ
ん
）
の
如
（
ご

と
）
し
。

文
章
博
士
（
も
ん
じ
よ
う
は
か
せ
）
兼
（
け
ん
）
越
中
（
え
つ
ち
ゅ
う
）
の
介
（
す

け
）
藤
原
の
朝
臣
（
あ
そ
ん
）
光
兼
（
み
つ
か
ね
）

【
年
号
勘
文
の
訓
点
】

年
号
勘
文
の
引
文
と
し
て
示
さ
れ
る
漢
文
は
、
改
元
定
の
場
で
読
み
上
げ
ら
れ
ま

す
。
改
元
の
記
録
に
引
か
れ
て
い
る
引
文
に
は
返
り
点
や
添
え
仮
名
な
ど
の
訓
点
が

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
そ
れ
は
読
み
上
げ
を
を
助
け
る
た
め

に
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
資
料
の
訓
点
を
見
る
と
、
返
り
点
の
打
ち
方
や
仮
名
に
現
在
と
異
な
っ
て
い
る

箇
所
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
と
思
い
ま
す
。
レ
点
で
済
む
箇
所
に
一
二
点
が
使
わ
れ

て
い
た
り
、「
古
体
仮
名
」
と
呼
ば
れ
る
古
い
仮
名
が
使
わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

〈　

〉
内
は
加
え
ら
れ
て
い
る
仮
名
、（　

）
内
は
読
み
上
げ
の
際
に
は
口
頭
で
加

え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
仮
名
、〔　

〕
内
は
不
読
の
文
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

（
考
え
申
し
上
げ
る
）　（
年
号
に
つ
い
て
）

勘
申

　
　
　
年
號
事

（
年
号
字
）

禄
長

　
　
　（
引
文
名
）　
　
　
　
　
　
　  （
引
文
本
文
）

　
　
尚
書
（
に
）
曰
（
く
）、能
〈
ク
〉
王
〈
ノ
〉〔
之
〕
寵-

禄
〈
ヲ
〉
保
〈
タ
モ
チ
〉
安
二
〈
ヤ

　
　
ス
ウ
シ
テ
〉、
長
（
く
）
衆-

民
〈
ノ
〉
自-

生
一
〈
セ
イ
ス
ル
〉
所-

以
二
〈
ユ
ヘ
ン
〉

　
　（
の
）〔
之
〕
道
上
〈
ヲ
〉
致
下
〈
ス
〉、
是
〈
レ
〉
明-

王
〈
ノ
〉
事
〈
コ
ト
〉〈
ナ
リ
〉

　
　〔
也
〕。

（
年
号
字
）

永
康

　
　
　（
引
文
名
）　
　
　
　
　
　
　  （
引
文
本
文
）

　
　
尚
書
（
に
）
曰
（
く
）、以
〈
テ
〉
迺
〈
ナ
ム
チ
ノ
〉
侯
一
〈
キ
ミ
ヲ
〉
右
二
（
け
）、永
（
く
）

　
　
兆-

民
〈
ヲ
〉
康
〈
ヤ
ス
ウ
ス
ル
ニ
〉、万-

邦
惟
〈
レ
〉
斁
一〈
イ
ト
フ
コ
ト
〉
無
二（
し
）。

（
年
号
字
）

康
承

　
　
　（
引
文
名
）　
　
　
　
　
　
　
　（
引
文
本
文
）

　
　
長
短
經
（
に
）
曰
（
く
）、虞
南
〈
カ
〉
曰
（
く
）、成
康
、文
武
〈
ノ
〉
遺-

跡
一
〈
ニ
〉
承
二
〈
ウ

　
　
ケ
テ
〉、
周-

召
〈
セ
ウ
ヲ
〉
以
（
て
）
相
一
為
二
リ
。

（「
右
」
は
読
ま
な
い
）　
　（
宣
旨
に
依
っ
て
こ
の
よ
う
に
考
え
申
し
上
げ
る
）

右
、　
　
　
依
　
宣
旨
勘
申
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
官
位
）　
　
　
　
　
　
　（
姓
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
章
博
士
兼
越
中
介
藤
原
朝
臣
光
兼

広ひ
ろ

橋は
し

経つ
ね

光み
つ

が
読
み
上
げ
た
年
号
勘か

ん

文も
ん

※
〈
　
〉
内
は
文
中
に
加
え
ら
れ
て
い
る
仮
名

　  （
　
）
内
は
読
み
上
げ
の
際
に
は
口
頭
で
加
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
仮
名

      〔
　
〕
内
は
不
読
の
文
字
。
そ
の
読
み
は
上
の
文
字
に
対
す
る
添
え
仮
名
に

       

　
　 

す
で
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

〔音声〕広橋経光が読み上げた年号勘文

　広
ひろはし

橋経
つねみつ

光は、年号が「寛
かんげん

元」（1243-47）に改められた時の改
かいげんの

元定
さだめ

において、

年号勘文の読み上げを担当しました。その時に藤
ふじわらの

原光
みつかね

兼によって勘
かんじん

申され

た年号勘文を、経光自身が記録しているやり方に従って読み上げています。

勘
かんがへ

申
もうす

年
ねんごうの

號事
こ と

禄
ろ く

長
ぢょう

尚
じょう

書
し ょ

に曰
いは

く、 能
よ

く王の寵
ちょう

禄
ろ く

を保
たも

ち安
やす

うして、 長く衆
しゅう

民
みん

の自生する所
ゆ へ

以の

道を致
いた

す。 是
こ

れ明
めいおう

王の事なり。

永
えいこう

康

尚
じょう

書
し ょ

に曰
いは

く、 以て迺
なんぢ

の侯
きみ

を右
たす

け、 永く兆
ちょう

民
みん

を康
やす

うするに、 万
ばんぽう

邦惟
こ

れ斁
いと

ふ

こと無し。

康
こ う

承
じょう

長
ぢょう

短
たん

経
きょう

に曰く、 虞
ぐ

南
なん

が曰く、 成
じょう

康
こ う

、 文
もん

武
む

の遺跡に承
う

けて、 周
しゅうじょう

召を以て

相
そう

為
た

り。

　宣
せん

旨
じ

に依りて勘
かんじん

申すること件
くだん

の如
ごと

し。

　文
もん

章
じょう

博
は か せ

士兼
けん

越
えっ

中
ちゅうの

介
すけ

藤
ふじわらの

原朝
あ

臣
そん

光
みつかね

兼

図 9　広橋経光が読み上げた年号勘文
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21
「
経つ
ね
み
つ光
卿き
ょ
う
き記　

自
貞
永
元
年
四
月
一
日
至
二
十
七
日
」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

鎌
倉
時
代　

重
要
文
化
財

広ひ
ろ
は
し
つ
ね
み
つ

橋
経
光
の
日
記
『
民み
ん

経け
い

記き

』
の
一
部
分
で
あ
り
、
経
光
の
自
筆
本
。
四
月
二

日
条
に
貞
じ
ょ
う

永え
い

度
の
改
元
記
事
が
見
え
る
。『
民
経
記
』
の
現
存
部
分
は
嘉か

禄ろ
く

二
年

（
一
二
二
六
）
に
始
ま
り
、
断
続
し
て
文ぶ
ん
え
い永

五
年
（
一
二
六
八
）
に
至
る
。
そ
の
大

都
分
は
嘉
禄
二
年
よ
り
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
至
る
期
間
に
集
中
し
て
い
る
。

22
「
経つ
ね
み
つ光
卿き
ょ
う
き記　

自
天
福
元
年
四
月
一
日
至
十
五
日
」　

広
橋
家
本　

本
館
蔵　

鎌

倉
時
代　

重
要
文
化
財

広ひ
ろ
は
し
つ
ね
み
つ

橋
経
光
の
日
記
『
民み
ん

経け
い

記き

』
の
一
部
分
で
あ
り
、
経
光
の
自
筆
本
。
四
月
十
五

日
条
に
天て
ん
ぷ
く福

度
の
改
元
記
事
が
見
え
る
。

23
「
経つ
ね
み
つ光

卿き
ょ
う

暦り
ゃ
っ
き記　

自
天
福
元
年
正
月
一
日
至
六
月
二
十
九
日
」　

広
橋
家
本　

本

館
蔵　

鎌
倉
時
代　

重
要
文
化
財

広ひ
ろ
は
し
つ
ね
み
つ

橋
経
光
の
日
記
『
民み
ん

経け
い

記き

』
の
一
部
分
で
あ
り
、
経
光
の
自
筆
本
。
天て
ん
ぷ
く福

度
（
紙

背
は
具ぐ

注ち
ゅ
う

暦
）
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

【
吉
書
に
つ
い
て
】

吉
書
と
は
物
事
の
始
め
に
当
た
っ
て
見
る
儀
礼
的
な
文
書
を
言
い
ま
す
。
代
始
や

改
元
後
に
吉
書
奏
が
行
わ
れ
た
他
、
正
月
二
日
ま
た
は
三
日
に
年
始
の
吉
書
奏
が
あ

り
、
弁
官
が
奏
す
る
官
方
吉
書
に
は
諸
国
年
料
米
の
解
文
、
蔵
人
が
奏
す
る
蔵
人
吉

書
に
は
諸
社
祭
礼
な
ど
に
関
す
る
文
書
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
吉
書
は
「
天
文
」
か
ら

「
弘
治
」
に
改
元
さ
れ
た
際
の
官
方
吉
書
で
す
。

第
四
章
　
年
号
と
漢
籍

【
年
号
の
出
典
】

年
号
の
出
典
は
、
し
か
る
べ
き
漢
籍
で
あ
り
、
ラ
ッ
キ
ー
な
漢
字
（
好
字
・
嘉
字
・

吉
字
）
を
選
ぶ
の
に
用
い
ら
れ
た
漢
籍
は
大
半
が
唐
以
前
の
も
の
で
す
（
森
本
角
蔵

『
日
本
年
号
大
観
』
参
照
）。「
大
化
」
か
ら
「
慶
応
」
ま
で
計
二
四
三
の
年
号
字
を

選
ぶ
の
に
最
も
多
く
利
用
さ
れ
た
漢
籍
は
、『
書
経
』（
尚
書
）・『
易
経
』（
周
易
）・『
詩

経
』（
毛
詩
）
な
ど
の
儒
教
経
典
や
、『
後
漢
書
』・『
漢
書
』・『
晋
書
』・『
史
記
』
な

ど
の
歴
史
書
、
ま
た
中
国
の
詩
文
選
集
『
文
選
』
で
し
た
。 

た
だ
し
、
実
際
に
は
『
芸

文
類
聚
』・『
群
書
治
要
』・『
修
文
殿
御
覧
』・『
太
平
御
覧
』
の
よ
う
な
百
科
事
典
が

引
用
す
る
書
名
と
引
文
を
、
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
場
合
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

図10　改元吉書（官方吉書）の例
　　　（「加賀国司年料進上改案（吉書）」押小路文書，国立公文書館蔵）
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【
出
典
の
ラ
ン
キ
ン
グ
】

1
位　
　
『
書
経
』（
尚
書
）　

    

33
回

2
位　
　
『
易
経
』（
周
易
）　

 　

25
回

2
位　
　
『
文
選
』　　
　
　
　
　

25
回　

4
位　
　
『
後
漢
書
』　　
　
　
　

24
回　
　
　

5
位　
　
『
漢
書
』　　
　
　
　
　

21
回

6
位　
　
『
晋
書
』　　
　
　
　
　

16
回

6
位　
　
『
旧
唐
書
』　　
　
　
　

16
回

8
位　
　
『
詩
経
』（
毛
詩
）　

 　

15
回

9
位　
　
『
史
記
』　　
　
　
　
　

11
回

10
位　
　
『
芸
文
類
聚
』　　
　

   

9
回

11
位　
　
『
礼
記
』　　
　
　
　
　

8
回

12
位　
　
『
宋
書
』　　
　
　
　
　

5
回

13
位　
　
『
春
秋
左
氏
伝
』　　
　

4
回

13
位　
　
『
荘
子
』　　
　
　
　
　

4
回

13
位　
　
『
維
城
典
訓
』　　
　
　

4
回

13
位　
　
『
貞
観
政
要
』　　
　
　

4
回

【
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
な
漢
籍
は
何
か
？
】

使
用
頻
度
の
高
い
漢
籍
は
「
出
典
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
見
え
る
通
り
で
す
が
、
よ
く

使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
せ
ば
、
そ
れ
を
典
拠
と
す
る
年
号
の
持
続
期
間
が

短
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
明
治
以
降
を
除
き
）
一
〇
年
以
上
長
続
き
し
た
年
号
は
全
部
で
二
九
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
出
典
は
『
文
選
』（
五
回
）、『
易
経
』（
四
回
）、『
書
経
』『
礼
記
』『
芸
文

類
聚
』『
群
書
治
要
』（
三
回
）
な
ど
で
あ
り
、
必
ず
し
も
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

唐
の
太
宗
の
詔
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
た
『
群
書
治
要
』
は
、
治
世
に
役
立
つ
言
葉

を
色
々
な
書
物
か
ら
抜
き
出
し
て
編
纂
し
た
書
物
で
す
。
本
書
が
年
号
の
出
典
と

な
っ
た
の
は
三
回
だ
け
で
す
が
、
す
べ
て
一
二 

年
以
上
長
続
き
す
る
年
号
と
な
り

ま
し
た
。
最
も
ラ
ッ
キ
ー
な
漢
籍
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

24
「
古こ

文ぶ
ん

尚し
ょ
う
し
ょ
書
」　

古
活
字
本　

本
館
蔵　

安
土
桃
山
時
代

『
尚
し
ょ
う
し
ょ書』（

書
し
ょ
き
ょ
う経）

は
、
年
号
の
採
用
数
が
一
番
多
い
書
物
。
本
館
に
は
、
古こ

活か
つ

字じ

版ば
ん

の
『
古こ

文ぶ
ん

尚し
ょ
う
し
ょ

書
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
古こ

活か
つ

字じ

版ば
ん

」
と
い
う
の
は
、
一
六

世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
鉛
活
字
や
木
活
字
を
用
い
て
印
刷
さ
れ
た
書

物
の
こ
と
で
あ
る
。

図11　第 4 章「年号と漢籍」
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25
「
貞
じ
ょ
う

観が
ん

政せ
い

要よ
う

」　

古
活
字
本　

本
館
蔵　

安
土
桃
山
時
代

『
貞
じ
ょ
う

観が
ん

政せ
い

要よ
う

』
は
唐
の
太た
い
そ
う宗

（
李
世
民
）
の
言
行
録
。
徳
川
家
康
の
愛
読
書
と
し

て
知
ら
れ
、
他
の
書
物
六
点
と
京
都
の
伏
見
で
刊
行
さ
せ
た
木
活
字
本
は
、「
伏
見

版
」
と
呼
ば
れ
る
。
建け
ん
に
ん仁

（
一
二
〇
一
～
〇
三
）
度
改
元
以
来
、
年
号
勘か
ん
も
ん文

の
引
文

と
し
て
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

26
「
宋そ
う
は
ん版
史し

き記
」 
黄
善
夫
本 

慶
元
刊
本　

一
三
〇
巻　

九
〇
冊　

本
館
蔵　

南
宋

時
代　

国
宝

前
漢
・
司し

馬ば

遷せ
ん

の
撰せ
ん

。
集
解
・
索
隠
・
正
義
の
三
注
合
刻
本
で
現
存
最
古
の
完
本
。

（
展
示
箇
所
：『
史
記
』
巻
二
十
八　

封
禅
書
第
六　
（
第
三
十
五
冊
）　

第
十
四
葉
裏
）

南
宋
の
慶
元
年
間
に
現
在
の
福
建
省
で
劉
り
ゅ
う

之し

問も
ん

（
字あ
ざ
なは

元
起
）
と
黄こ
う
そ
う
じ
ん

宗
仁
（
字

は
善
夫
）
が
共
同
で
刊
行
し
た
『
史し
き記

』『
漢か
ん
し
ょ書

』『
後ご

漢か
ん
し
ょ書

』
の
一
つ
。

『
漢
書
』『
後
漢
書
』
と
と
も
に
南
化
玄
興
か
ら
直な
お

江え

兼か
ね

続つ
ぐ

へ
贈
ら
れ
、
死
後
に

主
家
の
上
杉
家
に
伝
わ
り
、
米
沢
藩
校
興
譲
館
旧
蔵
。

『
史
記
』
は
一
一
の
年
号
の
出
典
に
な
っ
て
い
る
。

（
※
出
典
と
な
っ
た
漢
籍
の
展
示
で
は
、
実
際
に
引
文
と
し
て
使
わ
れ
た
頁
を
開
け

て
、
そ
の
年
号
と
、
引
文
、
読
み
下
し
、
現
代
語
訳
を
付
し
た
。）

【
明
応
】

明
応　

め
い
お
う　
　

疾
病
流
行
に
よ
る
改
元

（
一
四
九
二
年
八
月
十
二
日
～
一
五
〇
一
年
三
月
十
七
日
（
新
））

〔
出
典
（
引
文
）〕

『
史
記
』
封ほ
う

禅ぜ
ん

書

鼎
宜
見
於
祖
禰
、
蔵
於
帝
廷
、
以
合
明
応
。

〔
読
み
下
し
〕

鼎か
な
え

宜
し
く
祖そ
で
い禰

に
見し
め

し
、
帝
廷
に
蔵
し
、
以
て
明
応
に
合
す
べ
し
。

〔
訳
〕鼎

は
、
先
祖
の
廟び
ょ
うと

父
の
廟
と
に
示
し
て
か
ら
、
宮
廷
に
収
蔵
し
て
、
明
ら
か
に

瑞ず
い
し
ょ
う

祥
に
合
致
さ
せ
る
の
が
よ
ろ
し
い
。

27
「
宋そ
う
は
ん版

漢か
ん
じ
ょ書

」 

劉
元
起
本 

慶
元
刊
本 

一
二
〇
巻 

六
〇
冊　

本
館
蔵　

南
宋
時
代　

国
宝

（
展
示
箇
所
：『
漢
書
』
巻
二
一　

律
暦
志
（
第
一
二
冊
）　

第
十
六
葉
表
）

　

後
漢
・
班
固
の
撰
。
南
宋
の
慶
元
年
間
に
現
在
の
福
建
省
で
劉

り
ゅ
う

之し

問も
ん（
字あ

ざ
なは
元
起
）

と
黄こ

う
そ
う
じ
ん

宗
仁
（
字
は
善
夫
）
が
共
同
で
刊
行
し
た
『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』
の
一

つ
。『

史
記
』『
後
漢
書
』
と
と
も
に
南
化
玄
興
か
ら
直
江
兼
続
へ
贈
ら
れ
、
死
後
に
主

家
の
上
杉
家
に
伝
わ
り
、
米
沢
藩
校
興
譲
館
旧
蔵
。

『
漢
書
』
は
二
一
の
年
号
の
出
典
に
な
っ
て
い
る
。

【
明
暦
】

明
暦　

め
い
れ
き　
　

代
始
改
元

（
一
六
五
五
年
四
月
十
三
日
～
一
六
五
八
年
五
月
十
八
日
（
新
））

〔
出
典
（
引
文
）〕

『
漢
書
』
律
暦
志
上

大
法
九
章
、
而
五
紀
明
暦
法
。

〔
読
み
下
し
〕

（
箕
子
、）
大
法
九
章
（
を
言
い
）、
而
し
て
五
紀
も
て
暦
法
を
明
ら
か
に
す
。

〔
訳
〕箕き

子し

は
、『
書
経
』
洪こ
う
は
ん範

篇
に
記
さ
れ
て
い
る
「
九
き
ゆ
う

疇ち
ゆ
う」

を
説
き
、
五
紀
（
歳
・
月
・

日
・
星
辰
・
暦
数
）
に
よ
っ
て
暦
法
を
明
ら
か
に
し
た
。
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28
「
周
し
ゅ
う

易え
き

」 

田
中
穣
氏
旧
蔵
鈔
本　

全
六
帖
（
鎌
倉
写
本
（
第
一
帖
、
第
三
～
五
帖
）・

室
町
写
本
（
第
二
・
六
帖
））
本
館
蔵　

鎌
倉
・
室
町
時
代　

重
要
文
化
財

『
周
し
ゅ
う

易え
き

』
は
『
易え
き

経き
ょ
う』

と
も
呼
ば
れ
、
五
経
、
す
な
わ
ち
儒
家
の
基
本
経
典
の
一

つ
で
あ
る
。
内
容
は
筮ぜ
い
ち
く竹

を
使
っ
た
占
術
と
そ
の
原
理
に
関
わ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
中
世
以
前
の
『
周
易
』
の
写
本
が
揃
っ
て
い
る
も
の
は
珍
し
い
。

『
周
易
』
は
二
五
の
年
号
の
出
典
に
な
っ
て
い
る
。

【
正
中
】

正
中　

し
ょ
う
ち
ゅ
う　
　

風
水

（
一
三
二
四
年
十
二
月
九
日
～
一
三
二
六
年
五
月
二
十
八
日
（
新
））

〔
出
典
（
引
文
）〕

『
周
易
』
乾け
ん

卦か

見
龍
在
田
、
利
見
大
人
、
何
謂
也
。
子
曰
、
龍
德
而
正
中
者
也
。

〔
読
み
下
し
〕

見
龍
、
田
に
在
り
、
大
人
を
見
る
に
利よ

ろ
し
と
は
、
何
と
謂
う
こ
と
か
な
。
子

曰
く
、
龍
の
徳
あ
り
て
正
中
な
る
者
な
り
。

〔
訳
〕

「
見
龍
、
田
に
在
り
、
大
人
を
見
る
に
利よ

ろ
し
」
と
あ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
か
。
孔
子
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
竜
の
ご
と
き
聖
賢
の
徳
を
持
ち
、
ま
さ
し
く
中

位
（
二
は
内
卦
の
中
位
）
を
占
め
得
た
人
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
高
田
真
治
・
後
藤
基
巳
訳
『
易
経
』〔
岩
波
文
庫
、
一
九
六
九
年
〕

29
「
元げ

ん
ぴ
べ
つ
ろ
く

秘
別
録
」　

大
炊
御
門
家　

個
人
蔵　

江
戸
時
代

菅す
が
わ
ら
の
な
が
の
り

原
長
成
（
一
二
〇
五
～
八
一
）
が
『
元げ
ん

秘ぴ

抄し
ょ
う』

の
補
助
資
料
集
と
し
て
作
成

し
た
。
改
元
の
年
月
日
、
新
年
号
、
改
元
理
由
、
勘
申
者
、
年
号
勘
文
な
ど
を
年
次

順
に
並
べ
て
あ
る
。
長
成
没
後
、
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
デ
ー
タ
が
ほ
ぼ
途
切
れ

る
こ
と
な
く
増
補
さ
れ
て
い
る
。

【
時
の
重
み
を
伝
え
る
年
号
】

新
し
い
年
号
が
生
ま
れ
る
と
古
い
年
号
は
使
わ
れ
な
く
な
る
の
が
常
で
す
。
し
か

し
、「
文
政
○
○
年
創
業
」
の
よ
う
に
、
老
舗
が
由
来
の
古
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
、
古
い
年
号
を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
古
い
年
号
を
使
い
続
け
る
こ
と
で
、

時
の
重
み
を
自
ら
の
内
に
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
重
み

は
、
本
展
で
紹
介
し
た
改
元
と
い
う
行
為
が
延
々
と
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
起
因
し
て

い
ま
す
。
古
い
年
号
を
今
も
使
い
続
け
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
維
持
し

て
い
る
例
と
し
て
、
年
号
を
校
名
に
冠
し
て
い
る
三
つ
の
大
学
を
紹
介
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
歴
史
学
科
を
持
っ
て
い
ま
す
。

参
考
出
品　

「
慶
応
大
学
ポ
ス
タ
ー
」

「
明
治
大
学
ポ
ス
タ
ー
」

「
大
正
大
学
ポ
ス
タ
ー
」

【
謝
辞
】

本
展
は
、
共
同
研
究
「
広
橋
家
旧
蔵
文
書
を
中
心
と
す
る
年
号
勘
文
資
料
の
整
理

と
研
究
」（
代
表
：
水
上
雅
晴
）
の
成
果
の
一
部
で
す
。

展
示
物
の
選
定
と
解
説
パ
ネ
ル
な
ど
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の
研
究
メ
ン

バ
ー
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

石
井
行
雄
、
大
川
真
、
小
倉
慈
司
、
小
幡
敏
行
、
小
島
道
裕
、
近
藤
浩
之
、
石
立

善
、
髙
田
宗
平
、
名
和
敏
光
、
福
島
金
治
、
水
上
雅
晴

研
究
メ
ン
バ
ー
以
外
に
も
、
猪
野
毅
、
吉
田
勉
、
廖
海
華
の
三
氏
か
ら
実
務
的
な

部
分
に
関
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
展
示
内
容
に
関
し
て
は
、
所
功
氏

（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）
か
ら
情
報
提
供
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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資料名称 時代 館蔵資料番号
第一章 時に名前をつける

1「親王名字勘文」 江戸 H-600-204-5
2「年号勘文扣」 室町 H-63-238-3
3「年号事」（霊元天皇宸筆年号備忘） 江戸 H-600-205-3-17
4「年号事」 江戸 H-600-205-3-17
5「迎陽記」（年号勘文部類） 室町 H-63-213
6「元秘鈔」 江戸 H-63-186
7「年号字 新撰」 室町 H-63-218
8「年号字鈔 上」 室町 H-63-220-1

第二章 年号を決める人々
9「五代帝王物語」 江戸 H-600-744
10「貞永元年・天福元年改元定記」（経光卿記）◎ 鎌倉 H-63-200
11「後西天皇譲位宣命」 江戸 H-600-245-5
12「改元定申詞」（明暦改元度の申詞） 江戸 H-600-1028
13「霊元院御影」 江戸 H-600-1654
14『日本書紀 神代巻』（明暦御印を持つ図書１） 江戸 H-600-863
15「院号定部類記」（明暦御印を持つ図書２） 江戸 H-600-171
16「行類抄」（明暦御印を持つ図書３） 江戸 H-600-193
17「年号事」（霊元天皇宸筆年号備忘） 江戸 H-600-0205-03-15
18「北野縁起絵（岩松宮本）」（中巻） 室町 H-1169-2 
19「禁裏絵図」 江戸 H-600-929-01

第三章 年号の決め方
20「経光卿改元定記　寛元度・宝治度・建長度」◎ 鎌倉 H-63-203
21「経光卿記　自貞永元年四月一日至二十七日」◎ 鎌倉 H-63-704
22「経光卿記　自天福元年四月一日至十五日」◎ 鎌倉 H-63-711
23「経光卿暦記　自天福元年正月一日至六月二十九日」◎ 鎌倉 H-63-845

第四章 年号と漢籍
24『古文尚書』（古活字版） 江戸 H-497
25『貞観政要』（古活字版） 江戸 H-176
26『宋版史記』◉ 宋 H-172
27『宋版漢書』◉ 宋 H-173
28『周易』◎ 鎌倉 H-743-466
29『改元部類記』 江戸 個人蔵

参考 慶応大学ポスター 現代 個人蔵
明治大学ポスター 現代 個人蔵
大正大学ポスター 現代 個人蔵

　　　　　　　　　　　　◉：国宝　◎：重要文化財

特集展示「年号と朝廷」 出品目録
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図12　解説シート
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［特集展示「年号と朝廷」］……小島道裕

関
連
企
画「
展
示
資
料
に『
年
号
』を
探
せ
！
」　

特
集
展
示
の
期
間
中
、
日
本
に
お
け
る
年
号
使
用
の
歴
史
の
長
さ
と
広
が
り
を
体

感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
関
連
企
画
と
し
て
、
総
合
展
示
の
中
か
ら
年
号
が
書
か
れ

て
い
る
資
料
を
探

し
出
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。

対
象
は
、
第
2
展

示
室
（
中
世
）、

特
集
展
示
が
行
わ

れ
た
第
3
展
示
室

（
近
世
）、
お
よ
び

古
代
の
年
号
が
記

さ
れ
た
回
廊
展
示

「
碑
の
小
径
」
を

対
象
と
し
て
一
〇

点
の
資
料
を
選

び
、
七
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
ま
で
の

時
間
幅
を
確
保
し

た
。
展
示
室
地
図

の
入
っ
た
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
12
）

を
第
2
展
示
室
の

入
り
口
で
配
布

し
、
資
料
の
あ
る

現
場
に
は
、
特
集

展
示
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
入
れ
た
解
説
パ
ネ
ル
を
置
い
て
そ
の
年
号
に
つ
い
て
説
明
し

た
（
図
13
～
15
）。

取
り
上
げ
た
資
料
と
年
号
は
下
記
の
通
り
で
、
お
お
む
ね
百
年
間
隔
で
選
定
し
て

い
る
。

図13　ワークシート「展示資料に『年号』を探せ！」
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回
廊
展
示
「
碑
の
小
径
」

・
宇
治
橋
碑
（
原
品
：
京
都
府
宇
治
市
所
在
）　　
　

大
化
二
年
（
六
四
六
）
以
降

・
阿
波
国
造
碑
（
原
品
：
徳
島
県
名
西
郡
所
在
）　　

養
老
七
年
（
七
二
三
）

・
浄
水
寺
寺
領
碑
（
原
品
：
熊
本
県
宇
城
市
所
在
）　

天
長
三
年
（
八
二
六
）

第
2
展
示
室

・
金
銅
藤
原
道
長
経
筒
（
原
品
：
奈
良
県
金
峯
神
社
蔵
）　

寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）

・
板
碑
（
原
品
：
埼
玉
県
飯
能
市
智
観
寺
蔵
）　

仁
治
二
年
・
三
年
（
一
二
四
一
・
二
）

・
疱
瘡
寺
蔵
・
徳
政
碑
文
（
原
品
：
奈
良
市
柳
生
町
所
在
）　

正
長
元
年
（
一
四
二
八
）

・
織
田
信
長
楽
市
令
制
札
（
原
品
：
岐
阜
市
円
徳
寺
蔵
）　

永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）

第
3
展
示
室

・
角
柱
の
道
標
（
原
品
：
京
都
市
所
在
）　　
　
　
　
　
　
　

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）

・
庚
申
塔
の
道
標
（
原
品
：
千
葉
県
八
千
代
市
所
在
）　
　

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

・
お
か
げ
参
り
図
絵
馬
（
原
品
：
兵
庫
県
稲
岡
神
社
蔵
）　

文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）

《
関
連
事
業
》

期
間
中
に
、
展
示
解
説
会
（
九
月
一
二
日
（
火
））
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
（
九

月
二
三
日
（
土
・
祝
））
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
の
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
、
展
示
期
間
に
合

わ
せ
て
開
催
し
、
展
示
資
料
を
見
な
が
ら
議
論
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

〇
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム　

第
一
〇
六
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
年
号
と
日
本
文
化
」
二
〇
一
七
年
九
月
一
六
日

（
土
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
講
堂

〇
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
年
号
と
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
文
化
」
一
〇
月
二
一
日
（
土
）・
二
二
日
（
日
）、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
ル
ー
ム

図15　ワークシート用パネルの例 図14　ワークシート用パネルの設置状況



199

［特集展示「年号と朝廷」］……小島道裕

展
示
終
了
後
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

歴
史
系
総
合
誌
『
歴
博
』
第
二
〇
八
号

（
二
〇
一
八
年
五
月
）
に
、
展
示
の
内
容
を
踏
ま
え
た
特
集
「
年
号
と
朝
廷
」
を
掲

載
し
た
。

特
集
解
説　
　
「
年
号
の
決
め
方
（
た
だ
し
前
近
代
）」　

小
島
道
裕

特
集
1　
　
　
「
難
陳
―
年
号
を
決
め
る
議
論
」　

水
上
雅
晴

特
集
2　
　
　
「
広
橋
経
光
『
改
元
定
記
』
と
年
号
勘
文
―
年
号
を
作
る
会
議
」　

小
島
道
裕

コ
ラ
ム
1　
　
「
年
号
勘
文
に
引
用
さ
れ
た
佚
書
―『
経
光
卿
改
元
定
記
』所
引『
修

文
殿
御
覧
』
を
中
心
に
」　

髙
田
宗
平

特
集
3　
　
　
「
年
号
に
使
わ
れ
た
漢
籍
」　

近
藤
浩
之

コ
ラ
ム
2　
　
「
中
国
の
測
字
術
と
年
号
の
予
言
」　

石 

立
善

歴
史
の
証
人　
「『
高
松
宮
本
』
の
年
号
関
係
資
料
」　

小
倉
慈
司

展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
（
◎
：
代
表
、
〇
：
館
内
担
当
。
所
属
は
当
時
）

◎
水
上
雅
晴　
　

中
央
大
学
文
学
部

福
島
金
治　
　

愛
知
学
院
大
学
文
学
部

武
田
時
昌　
　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

石
井
行
雄　
　

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校

名
和
敏
光　
　

山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部

末
永
高
康　
　

広
島
大
学
文
学
部

近
藤
浩
之　
　

北
海
道
大
学
文
学
部

石　

立
善　
　

上
海
師
範
大
学
哲
学
与
法
政
学
院

大
川　

真　
　

吉
野
作
造
記
念
館

中
川
仁
喜　
　

大
正
大
学
文
学
部　
　
　
　
　

尾
留
川
方
孝　

中
央
大
学
文
学
部

髙
田
宗
平　
　

大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科　

○
小
島
道
裕　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

小
倉
慈
司　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

田
中
大
喜　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
、
共
同
研
究
副
代
表
者
）

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
六
日
受
付
、
二
〇
二
一
年
七
月
二
七
日
審
査
終
了
）




